
令和６年１月１６日  

保護者様 

つくばみらい市立小絹中学校長 宇津木 千惠美   

 

学校評価アンケートの結果について    

 

 

寒冷の候、保護者の皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より本校教育推進 

にご理解・ご協力をいただき、感謝申し上げます。 

さて、１２月に実施した学校評価アンケートには、たくさんの保護者の方々に回答していただき、 

ありがとうございました。回答をもとに、生徒が学校生活に満足できる学校を目指して改善をして 

いきます。 

つきましては、下記の通り報告いたします。 

 

記 

 

１ 自己表現（数値目標７０％）          [生徒]   [教職員]   [保護者] 

（１）授業で、自分の考えを表現できているか。   

・とてもそう思う・そう思う         ７０％   ９５％    ４３％ 

（２）表現できている場面             

・自分の考えを書くとき           ７２％   ７８％    ３５％ 

・グループ活動するとき            ６０％   ７８％    ２９％ 

・ペアで活動するとき            ３７％   ６１％     ９％ 

・発表するとき               ３３％   ６１％    ３３％ 

   ・分からない                 ０％    ０％    ３５％ 

 

２ 家庭での学習                 [生徒]   [教職員]   [保護者] 

（１）主体的に家庭学習に取り組んでいる。（数値目標７０％） 

・とてもそう思う・そう思う         ５７％   ４５％    ４４％ 

（２）教員の働きかけ 

・家庭学習の仕方を説明した         ５６％   ８２％   １７％ 

・内容を例示した              ３７％   ２９％    １１％ 

・生徒の努力を認めた            １７％   ５９％   １４％ 

   ・内容や量を見えるようにした        ２２％   １２％    ８％ 

   ・家庭学習の利点を説明した         ３７％   ４７％     ９％ 

   ・分からない                 ０％    ０％    ６０％ 

（３）主体的に取り組んでいる家庭学習        

   ・学校から出された宿題           ７６％   ８９％     ６６％ 

   ・テストに備えた学習            ６５％   ８３％    ５２％ 

   ・塾から出された宿題            ４３％   ６１％      ３８％ 

   ・自分で決めた学習             ４３％    ５％    ３４％ 

 



思考力・表現力の向上のために 

授業ではこれまで通りの日常が戻り、１人一台タブレット端末を効果的に活用しつつ、グル

ープ及びペア等の学習形態を工夫して指導してきました。 

家庭学習については、ゲームやスマートフォン等の使用ルールを守りながら学習習慣を身に

付ける必要があります。定期テストや実力テストの前だけでなく、日頃からの家庭学習につい

て保護者の協力を得ながら手立てを検討し、主体的に家庭学習に取り組むことができるように

指導していきます。 

 

３ 自己肯定感                  [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）自分の良さや可能性を知っているか。（数値目標９５％） 

・とても知っている・知っている       ５０％    ９４％    ５０％ 

（２）どんな活動で知ったか。 

   ・部活動                  ６９％    ７２％    ６１％ 

   ・学級の集団づくり             ４９％    ６７％    １６％ 

・教科の学習                ２８％    ４４％    １１％ 

・二者面談                 １５％    ２２％     ９％ 

・スクールカウンセラーとの面談        ２％    ２２％     ５％ 

・委員会・生徒会活動の活性化        １８％    ３３％    １３％ 

・分からない                 ０％     ０％    ２２％ 

 

４ 生徒の不安や悩みへの対応           [生徒]    [教職員]   [保護者]  

（１）生徒が困っているときに、手助けができているか。（数値目標９０％） 

  ・とてもできている・できている        ８８％   １００％   ５６％ 

（２）どんな手助けをしているか。 

   ・ふだんから声かけ             ６８％    ８９％    ３４％ 

   ・アンケートに記入された後に相談      ２６％    ７８％       ４％ 

   ・困っていることを話されたときに相談    ３１％    ７２％    ２５％ 

   ・スクールカウンセラーと話す時間を確保    ６％    ５０％    １２％ 

・分からない                 ０％     ０％    ４０％ 

 

自己肯定感の向上のために 

１・２年生においては、自分ログを活用することにより自己管理の徹底、担任とのコミュニ

ケーションの充実を図り、学校生活満足度を上げる努力をしています。また、生徒会や委員会

活動においては、生徒の意見を取り入れた活動や企画を多く取り入れ、自己有用感・自己存在

感の向上を図っています。 

朝の活動や学級活動等でエンカウンターや SST(ソーシャル・スキル・トレーニング)を継続

して実施していきます。 

今後も校内オンライン相談窓口を設置し、生徒が困難を抱えた際にはすぐに相談できる体制

をつくっていきます。 

 

５ 規則正しい生活               [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）規則正しい生活ができているか。（数値目標８０％）           



   ・とてもできている・できている       ８１％    ９５％   ７０％  

（２）どんなことをしているか。 

   ・早寝・早起きをしている          ４９％    ２２％   ４０％ 

   ・朝ご飯を食べている            ８７％    ７８％   ８７％ 

   ・情報端末の制限              ３１％    １７％   ３７％ 

   ・ゲームの制限               ２２％    ２２％    １８％ 

 

６ 運動への取組                [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）運動に意欲的に取り組んでいるか。（数値目標７５％）    

   ・とても取り組んでいる・取り組んでいる   ７６％    ８９％    ６６％ 

（２）どんな運動に取り組んでいるか。 

   ・保健体育の授業              ７５％    ７８％    ４４％ 

   ・部活動                   ６３％     １００％     ５７％ 

   ・自分で決めた運動             ４３％     ０％    ２４％ 

   ・クラブチーム               １８％    ５０％    １７％ 

   ・習い事                  ２０％     ６％    １３％ 

 

健康への意識向上のために 

 朝食は、９割近くの生徒が取っています。ご家庭でのご協力に感謝します。中には欠食の生

徒もいるので、個別に声かけを行っていきます。 

 メディア利用時間については、ゲームやスマホ等の使用ルールが守られず、睡眠時間や睡眠

の質にも影響することが考えられます。今後も保護者の協力を得ながら手立てを検討し、健康

面への影響を指導していきます。 

 多くの生徒が運動に意欲的に取り組んでいるので、引き続き体育の授業や部活動でサポート

していきます。運動が苦手な生徒も楽しくできるように、体育の授業では今後も３人の教員を

配置して細かな指導ができるようにしていきます。 

 

７ 将来のこと                [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）夢や目標をもって生活しているか。（数値目標７０％） 

   ・とてもしている・している        ６３％    ７８％    ５５％ 

（２）親子で将来のこと話すか。（数値目標６５％） 

   ・とても話す・話す            ６９％       設問なし   ７５％ 

 

自分をスキルアップさせる力の向上のために 

 職業調べや職業体験、講演会を通して、仕事に必要なスキルや心構え等を身に付けていきま

す。進路説明会や進路講演会を継続して実施し、生徒が保護者と話し合う機会を設けていきま

す。それらを通して、社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や姿勢を育んでいき

ます。 

 

８ 「分かった！」「できた！」を実感できる授業[生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）「分かった！」「できた！」実感しているか。（数値目標９０％） 

・とてもしている・している        ８４％    ９４％    ４０％ 



（２）どんな授業か。 

   ・体験を伴う活動             ４４％   ６７％   ３５％ 

   ・ミニテスト、練習問題          ５９％   ５６％   ４２％  

   ・授業と関連する動画や写真を見た     ３３％   ６７％   １６％ 

   ・実物が用意されたとき          ３６％   ５０％   １２％ 

９ 能力に合わせた活動          [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）生徒の能力に合わせた活動があるか。（数値目標８５％） 

   ・とてもある・ある            ９２％   ９５％   ３８％ 

（２）どんな活動か。 

   ・教員が生徒にアドバイス          ２８％   ６１％   １５％ 

   ・友達と教え合う活動            ７２％  ８３％   ２１％ 

   ・自分でまとめる活動            ３１％  ５０％   １１％ 

   ・個人差に合わせた活動内容         ２５％  ２２％    ２％ 

   ・解く問題を選択できる           ３０％  ２２％    ９％ 

   ・活動を生徒が選択できる           １９％   １７％   １２％ 

   ・写真や動画を使った活動                 ３６％    ３９％    ８％ 

 

自分で行動できる力の向上のために 

生徒が興味を持つ学習課題を設定したり､定着を図るための多様な練習問題を取り入れたり、

課題を自分で解決し、まとめ、伝え合う活動を多く設定したりして、自ら進んで行動できる生徒

を育てる工夫を行っていきます。 

今後も 1人一台端末を有効活用し、個別最適な学習と協働的な学習を進めていきます。 

 

１０ 学校からの情報            [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）学校からの情報を保護者に伝えているか。（数値目標９７％） 

   ・とても伝えている・伝えている          ７６％    １００％   ７７％ 

（２）有効だった手段 

   ・スクリレ配信             ８０％   １００％   ８８％ 

   ・ホームページ             ４８％    ６７％     ４５％ 

   ・朝の会、帰りの会           ２５％   ６１％    ９％  

   ・学年だより              ３０％    ６１％    ５５％ 

   ・学校だより              ２７％    ３９％    ３３％ 

   ・家庭訪問                ８％     ６％     ０％ 

   ・分からない              １１％     ０％     ４％ 

 

１１ 保護者との連携             [生徒]   [教職員]   [保護者] 

（１）保護者と連携して教育活動ができているか。（数値目標６０％） 

・とてもできている・できている     ６３％    ９５％   ６６％ 

（２）連携できているのは 

   ・行事への協力             ５３％    ９４％    ６５％ 

   ・提出物の期限内の提出         ２９％     ３３％   １８％ 

   ・保護者から相談を受けた          ８％    ５０％     １８％ 



   ・保護者へお願いした           ９％    ４４％    ７％ 

   ・学校への意見              ５％     ２２％    ６％ 

・分からない              ３８％      ０％    ２３％ 

 

１２ 地域との連携               [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）地域と連携して教育活動ができているか。（数値目標６０％） 

・とてもできている・できている      ６３％     ８９％   ６４％ 

（２）連携できているのはどんなときか。 

   ・資源回収・除草作業          ５１％  １００％   ７０％ 

   ・地域の方がゲストティーチャー     １９％   ３３％   １９％  

   ・生徒の情報が寄せられるとき      ２０％   ３３％   １４％ 

・市や県、国の方がゲストティーチャー  ２０％    ６％   １１％ 

 

社会に開かれた安全・安心な学級づくりのために 

スクリレの活用が定着し、情報提供をスムーズに行うことができました。今後も保護者向

け文書のデジタル化を進めていきます。 

コロナウィルス感染症が５類に移行され、幅広い教育活動を実践することができるように

なってきました。今後も感染症対策を行いながら、保護者や地域の方々のお力をお借りして、

生徒の質の高い学びを実現に向けて努力します。 

 


